
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『なぜこうなった？ 

  あの絶景のひみつ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CasaBRUTUS 月刊 アート・建築・ファッション・食・インテリア…大人の好奇心を刺激するくらしのデザイン誌。 

うかたま 季刊 
食べものの神様、宇迦御魂神（ウカノミタマノカミ）にあやかった誌名。 

古くから日本で育まれてきた食まわりやくらしの手仕事をテーマにした雑誌。 

dancyu 月刊 食べ歩き、料理づくり、素材探しなど、食を楽しみたい人のための雑誌。表紙にインパクトあり。 

LOCATION 

JAPAN 
隔月 

映画やドラマ、情報番組やアニメなどのロケ地や舞台を通して、地域の新たな魅力を 

発見・発信する。 

LDK 月刊 
収納用品やキッチン雑貨、洗剤、化粧品など生活に関する商品を比較評価する、 

広告なしの商品テスト誌。 

ダ・ヴィンチ 月刊 一般小説だけでなく、マンガ・ライトノベルやサブカルチャーまで、「今」の文芸情報を伝える。 

としょかんだより 
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一般書 

京丹後市には、狛猫が鎮

座している金刀比羅神

社がある。各地にも意外

な動物が祀られている

神社があるが、その動物

たちにはどんな願いが

込められているのか…。 

 

『神社のどうぶつ図鑑』 

茂木 貞純 監修（二見書房） 

戦争孤児をはじめ家族

や社会から見放された

子どもたち 1000 人の

自立を支援し続けた、 

門馬幸太郎。 

実在の人物をモデルに

作られた物語。 

一般書 『光の人』 

今井 彰 著（文藝春秋） 

児童書 

目を見張るほど美しい

世界の絶景の数々。その

絶景が作られるまでの

自然のしくみを、写真や

イラストでわかりやす

く紹介しています。 

 

『なぜこうなった？ 

あの絶景のひみつ』 

増田 明代 文/構成  山口 耕生 監修 

（講談社） 

―図書館で、新しい出会いを― 

少しずつ冬の訪れを感じる季節になりました。夜長をともに楽しむ本を見つけに図書館へ来

てみませんか。世に知られたベストセラーはたくさんありますが、この機会にいつもとは違う

分野の本をのぞいてみてはいかがでしょうか！ 

 

知らなかった…?!こんな雑誌もありますよ 

京丹後市立図書館では、98 タイトルの雑誌を所蔵しています。お近くの図書館(室)にはなくても、

予約をすれば受取り希望館に届きます。おすすめの雑誌を少し紹介します。 

★「この本、読みたい！」と思ったら、予約をしてみませんか。 

  ①カウンターで申し込む ②図書館設置のパソコンで入力 ③スマホやご自宅のパソコンで入力、の方法が 

あります。 困った時は、図書館員がお手伝いしますのでお声がけください。 

児童書 

ねずみの家族は、春に

生まれる赤ちゃんとそ

のお母さんのために、

食べ物集めや準備で大

忙し。思いやりにあふ

れるお話です。 

『ねずみのオスカーと 

はるのおくりもの』 

リリアン・ホーバン 作  みはら いずみ 訳 

（のら書店） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事名 日 時  内 容 主 催 

冬のおはなし会 
１２月 1日(日) 

10:00～11:00 

・光る紙芝居「さるかに」 ・劇「おおきなかぶ」  

・オカリナ演奏・手作りプレゼント ほか 

あみの図書館 

72-4946 

冬のお楽しみ会 
１２月８日(日) 

10:30～12:00 

・人形劇「おむすびころりん」 

・工作「クリアツリー」 

峰山図書館  

62-5101 

冬のおはなし会 
１２月８日(日) 

10:30～11:30 

・手作り大型ペープサート「うしかたとやまんば」・大型絵本 

・パネルシアター「おうさまの耳はロバの耳」 ・工作ほか 

丹後図書室  

69-0664 

冬のおはなし会 
１２月１５日(日) 

10:00～11:00 

・大型絵本『ともだちや』 ・エプロンシアター 

・パネルシアター 「ほしのクリスマス」 ・工作 ほか 

久美浜図書室 

69-0344 

冬のおたのしみ会 
１２月１５日(日) 

10:00～11:30 

・人形劇「じごくのそうべえ」 ・なぞなぞはかせ 

・パネルシアター ・大型絵本 ・工作 ほか 

大宮図書室  

69-0672 

冬のお楽しみ会 
１２月２１日(土) 

14:00～15:00 

・大型絵本『100にんのサンタクロース』 ・大型紙芝居 

・パネルシアター「まちのおふろやさん」 ・工作 ほか 

弥栄図書室  

65-2101 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者紹介 

1928年 京都府丹後半島に生まれる 

1949年 京都青年師範学校卒 

1967年 丹後町虎杖(いたどり)小学校赴任 

丹後の自然と暮らしを見つめ続け、海辺を
歩いて貝殻を集めてきた丹後の詩人。 

『亡び村の子らと生きて』1977 年 あゆみ出版 

丹後半島山中の虎杖小学校へ赴任、高度経済成長
政策に取り残された山中の村々が廃れていく様に
直面する。現実をフィールドワークで学び、自分
に誇りをもち、生きた力を育てようと奮闘する教
育の記録。当時の丹後半島の厳しい生活の様子が
子どもたちを通して描かれ、その教育実践は物語
のように読む者に迫ってくる。 

『鬼灯貝のうた』1996 年 

編集/装丁/画 津田 櫓冬  かど創房 

磯を歩き、貝や漂流物と出会い、調べ、考え、思う。 

海・山の豊饒は永遠だろうか。人の行いをただ引受
ける海が、詩人の言葉をかりて人の営みの愛しさ、 

哀しさ、愚かさをうたう。 

津田 櫓冬さんは久美浜町出身の画家。 

 
 

 
楽しいよ 

きてね！ 

池井さんを、親愛を込めて「先生」と

よび、愉快でおちゃめな人柄を知る人は

多いでしょう。多くの貝殻を採集し、標

本を作り、それを公開されてきました。

昨年は詩の朗読と音楽のコラボ CDを 

発表されています。人柄のにじみ出る 

言葉選び、郷土愛にあふれた作品にふれ

てみてください。 

年末年始のおしらせ 

年末年始は 12月 28日(土)～1月 4日(土)まで休館となります。 

本の返却は、峰山・あみの図書館の返却ポストをご利用頂けます。 

大宮・弥栄・丹後・久美浜図書室については、返却ポストが使用 

できませんので、ご了承ください。 

「本の福袋」は１月５日(日)から貸出します。 

1 月 6 日(月)は休館日です。ご注意ください。 

※詳しくは各図書館(室)にお問い合わせください。 

 

新年恒例 

池井
い け い

 保
たもつ

さん 

わが郷土★この人この本 

 


